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実践事例③：民泊による宿泊体験活動でかかわりを深める

ある学校では、岡山県瀬戸内市の農山漁

村における２泊３日の体験活動や民泊家庭

との交流を通して、助け合う態度、人の温

かさややさしさに対する感謝の心を育てて

います。

○ 農山漁村での体験 

・地引網体験 ・ウミボタル観察
・とれた魚で料理体験 ・いかだづくり

○ 民泊家庭との交流 

・対面式 ・交流イベント
・受入家庭の方との田畑や海での作業
・郷土の話や夜の島散策（タヌキ観察）

等

初めて出会う人との農作業や民泊は、社会性を試される

不安な場です。しかし、人々が温かく迎えてくれたこと、

２泊３日の間がんばりきれたこと、そしてそのがんばりを

認めてもらえたことで、どの子も人とかかわることのすば

らしさを実感したようで、お別れに船上から涙を流しなが

ら手を振る姿にもそんな気持ちがあふれていました。

体験前後の質問紙調査（ＩＫＲ評定）においても「多く

の人に好かれている」「人の心の痛みがわかる」の数値が大

きく伸びるなど、28 項目中 20 項目でよい変容が確かめら

れています。

地引網 アウトドアクッキング 

夕食づくり キャベツ植え付け・大根種まき

民泊家庭への御礼の手紙

実践事例②：6年生が低学年の校外学習をサポートする

ある学校では、１・６年生、２・５年生、

３・４年生でペアを作り、様々な縦割り活動

を行っています。その中の一つに６年生が低

学年の校外学習のサポートをする活動があり

ます。

６年生は、事前に活動をプロデュースする

とともに、当日は１年生をリードしながら行

動します。日ごろ学級では活躍の機会が少な

い児童や、問題行動の予兆が見られる児童も、

意欲的に低学年の世話に取り組みます。活動

後には、達成感を味わい自信を深めた姿が見

受けられました。

こうした経験が、望ましい人間関係を形成する力や自尊感情の高まりにつながっています。

安全に注意して、下学年に

声をかける 

切符の買い方を見守る 

ペアになってお弁当を

食べる 
いっしょに遊ぶ 
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